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法界語自在マンダラの神々

ネ ワー ルの法界 マンダ ラの伝統 と

           サ ン ス ク リ ッ ト ・テ キ ス ト

立 川 武 蔵

 本 書 に収め られた法界 マ ンダ ラの各尊の 白描 はアバ ヤーカラグプタ(11世 紀)の 『完

成せ る ヨーガの環』 に従 って描 かれた ものであ ることはすでに述べた。 ところで この

サ ンスク リットのテキス トに見 られ る記述 は簡潔な ものであ り,各 尊の特徴 を詳細 に

述 べてはいな い。それはこのテ キス トがイ ンドの図像 に関する約束事をある程度知 っ

ている者を対象 にして書かれて いるか らで ある。 テキス トに述べ られていない ことの

中で も画家が当然従 わねばな らぬ とされて いることと画家の自由に任 されている こと

とがある。 もっともどこまでが規定 されてお り,ど こまでが自由であ るのかについて

は明白な基準 はなく,時 代や地域によ って も異な る。わずかに残 された儀軌等 のテキ

ス トと図像 によってわれわれ はイン ド・ネパ ールの仏教図像 の伝統 を明 らかに して行

かなけれ ばな らないのであるが,そ の作業 はまだ始ま ったばかりであ る。

 本 書 に収 め られた白描 はガ ウタマ ・ラ トナ ・ヴ ァジュラーチ ャー リヤが描 いた もの

を基礎 に して氏 との協議 のすえ完成 した もので ある。『完成せ るヨーガの環』のテキス

トの読みや テキス トの意味 の不明なと ころ もあった。 また,テ キス トには明記 され て

いて も氏が受 け継 いだネ ワールの伝統 とは異 なる とい う場合 もあらた。以下 は これ ら

の個所 についての覚え書 きである。

No. 1  テ キ ス トには 「二重蓮華 の花弁 に獅子 が乗 り,そ の上 の二重蓮華 の上 に

マ ンジュゴー シャ(文 殊)が いる」<1・2>と あ る。 しか し,白 描(No.1)

で は二重蓮華(あ らゆる方 向に花弁 を有す る蓮華の ことであり,図 像 とし

ては上下 に花弁を有 する蓮華 として表現 され る)は 獅子の下 にない。 白描

を描 いたガウタマ ・ラ トナ ・ヴ ァジュラーチ ャー リヤ氏によれば,こ れ は

この法界 マ ンダ ラにおける 「他 の諸尊 の蓮華一 二重蓮華 ではない一 と

合わせ るためであ る」 との ことであ った。 なお,獅 子の上 の二重蓮華が描

かれていないの は,同 氏 によれば 「獅子等 の乗物 に乗 る尊像の場合,自 分

が教え られた伝統では乗物 に直接乗 るのであ って,乗 物の上 に蓮華 があり

その上 に尊像 が居 るとい うのは描 いた ことがない」 との ことであった。
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 「乗 物の上 に蓮華があ り,そ の上 に尊像がみ られ る」 とい うテキス トの

記述 は,No.1の 外, No.10, No.15, No.20お よ びNo.25の テ キス

ト<1・3・5>に 見 られ るが,白 描 はNo.1に お けると同様i二 重蓮華 は

ない。

 テ キス トには 「金剛鉤(〃妙7鋭肋如)を 持つ」 とあるが,こ こで は鉤 に金

剛がつ いて いない。金 剛鉤 がどの ように表現 され るかは不 明で ある。

 テ キス トには 「睡蓮を持 つ」 とあ るが,こ の白描では,睡 蓮 と蓮華 との

図像学的区別 は明確 ではない。No.58, No.61等 を参照。

 緑 宝(marakatamaniエ メ ラル ド)の 伝統的 な描 き方 につ いて は不明であ

る。

 「誇 らしげ に(sagarvam)」 とテキス トにあるが,図 像学的 にこれを どの

よ うに表現す るか は不明である。No.62～85等 に も 「左手 には誇 らしげ

に各 自の持 ち物 を持 つ」 と述べ られている。

 「ジ ャーティ」 とは,ガ ウタマ ・ラ トナ ・ヴ ァジュラーチ ャー リヤ氏に

よれば,nutmeg(ブ 励吻 ∫の の ことである。         ・

 「プ リヤ ング」 とは,同 氏によれば,Iong pepperの こ とである。

 多 くの写本 には 吻rαγα伽 魏α伽 γτとあるが,こ こでは γ伽 α〃～吻 απ と

して表 されてい る。

 ガ ウタマ・ラ トナ・ヴァジュラーチャー リヤ氏 は,ratnakarandaのkaranda

を剣 の意味 にとっている。

 テ キス トには,「 手 に花 の器 を持つ」 とあるのみで,「 花 の器 を蓮華の

上に乗せ る」 とは書かれていない。 しか し,こ の白描では,蓮 華の上 に花

の器 を乗せて いる。同様 のケースが,No.121～124, No.126～No.127

に も見 られ る。 この程度 の相違 は,画 家の 自由に任 された範囲であ ると考

え られ る。

  No.120の 註 参照。

  No.120の 註 参照。

 「イ ンドラーニ ーはイ ン ドラ と同様 である」 とテキス トにあ り,イ ンド

ラ(No.128)は 「右手 に金剛杵 を持 ち,左 手 で明妃の乳房 に触 る」 と述

べ られて いる。イ ンドラの妃 イ ンドラ0ニ ーは,し か し,イ ンドラの乳に

触 るわ けで はない。 この白描 ではネワールの伝統 に従 って,イ ンドラーニ

ーは頭蓋骨を持 っている
。
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No.151

No.161

No.162

 テ キス トには 「七頭立ての馬 車の上 に日天がい る」 とあるが,こ の白描

では馬車 は描かれていない。 ネワールの一般 的伝統で は馬車 は描 かれない

との ことである。

 テ キス トには 「コーキ ラ鳥 の引 く車の上 に……いる」 とあるが,日 天

(No.151)の 場合 と同様 に,ネ ワールの一般的伝統 では馬車 は描かれない

との ことであ る。

 テ キス トには 「お うむの引 く車 に… …いる」 とあるが,日 天(No・151)

お よび ジャヤカ ラ(No.161)の 場 合 と同様 に,ネ ワールの一般的伝統 で

は馬車 は描 かれ ないとの ことであ る。
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